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   Statistical observation was carried out on 708 cases with urinary tuberculosis in our 
department during the period 1960 to 1962, and the results were compared with the former 
reports. 
   A every-year-decrease in renal tuberculosis noted, with a slight preponderance of males. 
The curve of age distribution has double peak , first between 20-24 years, second between 
35-39 years in males and 40-44 in females. The third decade of life still appears the most 
likely for the manifestation of the desease, but it is seen to transit gradually higher decade. 
Complication of renal  tbc, occurred as follows : vesical  tbc. in only 58.3%, the remains could 
not find out the characteristics of  tbc. in the bladder  tbc of epididymis in  20.8%,  the of 
protate in  14.4%,  the of seminal vesicle in  1.6%, stone formation in  2.1%, pulmonary and 
pleural  the in  5%. 
   Surgical manipulation for urinary  the is decreasing annually and recently two thirds of 
patients are treated internally in our clinic. 
   The combination-therapy of the corticosteroids and antituberculous drugs, with good re-
sults, has a tendency of its frequent use.
緒 言
尿路結核 の 臨床 統計は 数多 く発表 され て居
り,我 々の教室 では多 田Pが1916年か ら1953年
までの外来患者 を対象 として,大 森mが1952年
か ら1957年の主 として手術患者 を対象 として,
夫 々詳細に発表 している.尿 路結核に現 行の化
学療法が開始されてすでに10数年を経 たのであ
るが,こ こ数年来当教室 では尿路結核症が著減
してい る様 に思われ,治 療面に於 いてもコーチ











あるが,便 宜上これ 以前を化学 療法期 以前,
表1年 度 別 尿 路 結 核 患 者 頻 度
年 度
外 来 患 者 数






腎 結 核 の 疑
Follow-up例
残 腎 結 核
〃 の 疑
外 科 的 治 癒
化 学 療 法 治 癒
結 核 性 尿 管 狭 窄
尿管 ・膀 胱 の形 成 術 後
Follow-up
萎 縮 膀 胱
腎 摘 後 膀 胱 結 核 残 存
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1949年から1951年までを化学療法初期,1952年
以後を化学療法最盛期 と称 することにす る.









































58年頃にピークを 作 り以後 少しつつ減少して 来てい
る.多田統計では,4.1%,大森の 外来患老について
の10,1%などに比べ最近3年間の平均は23.1%で相当
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ず 何等 か の 自覚 症状 を 有す る ものは 化 学療 法 群 中11.3
%あ つ た.両 群を 通 じて 最 も多 い の はFollow-upに
つ い で膀 胱症 状 を 訴 え る もの19.5%で,これ はFoll-
ow-upなどを 除い た 自覚 症状 群 中 で は43.5%を 占め
てい る.膀 胱症 状 以 外 の症状 を主 訴 とす る ものは21.1
%で 自覚症 状 群中47.0%を占 めて い る.主 訴 が膀 胱 症
状 で あ る もの に,病 歴 中何 等 か の膀 胱症 状 を 訴 えた も
の を加 えれ ば,自 覚 症状 中69.4%であ り,従 つ て全 く
膀 胱症 状 がな い もの が30,6%もあつ た.こ の こ とに つ
い ては 合併 症 の項 で 再 び触 れ る,尿 変化 を主 訴 とせ る
もの は11.6%で自覚 症 状群 中25.9%,腎症 状 は5.07%
で 自覚症 状 群中11.4%であつ た ・Follow-upは尿路
結 核 患者 の 半数 以 上 を 占め てい て,1950年の20%に比






















































結 核 性 尿路 合 併 症
膀 胱 結核(新 患 に つ いて)151(58.3)




結 核 性性 器 合 併症(全 男 子 患老 に つ い て)
副 翠 丸結 核78(20.8)
前 立 腺 〃54(14.4)
精 嚢 腺 〃6(L6)
非結 核性 尿 路 合 併 症(全 尿 路 結核 患 者 につ いて)
尿匠1各奇 矩多6(0.9)
尿路 結 石15(2.1)
(この うち化 学 療 法 中～ 後に 発 生 した もの)
7(1.0)
非 特 異性 炎 症11(1,6)
1野　ド 垂3(0 .4)
膀 胱 癌2(①.3)
尿 性 器 系 以 外の 結 核性 合併 症(新 患 に つ いて)
肺 結 核 ・結核 性 肋 膜炎13(5.0)
'胃F●1雲ヨ節結 核8(3 .1)
結核 性 腹 膜炎1(0.4)
表6腎 結核に合併した男子性器結核の頻度()内 は%
報 告 判 調酬 象鞭
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1.1960年よ り1962年に至 る3年 間の京都大
学泌尿器科外来を訪れた腎結核708例につ いて
調査を行つた.頻 度その他 の臨床的事項 につ い
て統計的観察を行 い,主 として教室 の以前の統
計と比較 した.
2.全 外来 患者 中,全 尿路結核患者 は8,27
%,新 来腎結核患者 は3.07%であつた.実 数,
比率ともに年 々減 少 しているが,特 に1961年来
著減してい る.将 来 も減少 してい くもの と思 わ
れる.





たが,以 後は新来患者 との間に平衡状態 を保つ
ている.




7.性 別 では絶対数では男子にやや多 く,男
女の比は1.1;1で あつた.
8.年 令別 分布は 男女 いつれ も2峰 性 とな
り,男 子では20～24才,35～39才に,女 子 では
20～24才,40-44才に夫 々 ピークを有する.全
体 としては壮年層 も好 発年令に含 まれ る様にな
つ て来 ている.
9.膀 胱症状を主訴 とするものは自覚症状群






11.新 来腎結核患者 のうち膀胱結核 を合併す
るものは58,30/。で,残 りは膀胱 に特異 な結核性
変化 を認 めていない.初 診 までに何等 かの形で
化学療法 を受け る率 が増加 したため と考 えられ
る.








が正確 なものではない.精 査すれば更 に高率 と
なるであろ う.
15.抗 結核 剤にコーチ ゾソ系薬 剤の併用頻度
が増加 している.そ の有効性に鑑みて向後更に
使用頻度は増 すであろ う.
16.新 来患者 の手術的治療施行 率は年 々減少
している,化 学療法の適応範囲が拡 げ られつっ
あることを示 している。
17.摘 出腎病像を分類 すると,初 期病変の も
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使 いやすい ク リーム状の
強力な持続性 ・殺菌消毒剤
外科 その他一 消毒用 ・ハ ン ドク リーム用に…
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ヒビテン ・ジゲル コネ ー ト1%=ポ リエチ レン容器 入100at・300mt
●強力で広範囲な抗菌力
●作用が早 く す ぐれた持続効果
●耐性を生 じない
●血液 ・血漿その他の体液中でも有効
■抗生物質やサルファ剤と併用できる
◆
【用途】
1.外科における術前の手指消毒
2.手指洗灘後のハンドクリーム
3.創傷の感染予防および治療
4.火傷皮膚面の感染予防と治療
5.ひげそり後の皮膚の感染防止
【用途】
1.膣検査時の消毒
2.分娩時産婦の皮膚および膣口
周囲の消毒
住友化学工業株式会社医薬事業部
販売元稲畑産業株式会社
